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EXP事業
1.5／0.2

CL事業
9.5／7.8

モビリティ事業
7.5／9.2

グローバル事業
13.5／14.2

法人部門
（大口法人）

宅急便部門
（個人・小口法人）
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「稼ぐ力」の再構築によって経営基盤を強化し、持続的な企業価値向上を実現するため、ヤマトグループは事業ポートフォリオの変革を進めています。
具体的には、各事業をその役割に応じて「基盤領域」「成長領域」「新規領域」に分け、事業の成長性と資本収益性（ROIC）をもとにメリハリのある経営資源配分を行います。
基盤領域であるエクスプレス事業自体の収益構造を改革し、安定的なキャッシュを創出する体制を整えます。そして、そこから生まれるキャッシュを成長領域であるコントラクト・ロジスティクス（CL）や
グローバルといった法人向けビジネスの拡大へ戦略的に投下します。宅急便のインフラと法人向けソリューションを高度に融合させることで、グループ全体の持続的な利益成長を実現していきます。

ROICを軸とした経営資源の配分
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宅急便ネットワークの強靭化と提供価値の拡大
・プライシングの適正化・オペレーティングコストの適正化・バックオフィス改革

事業方針

エクスプレス（EXP）事業 対象顧客：宅急便部門（個人・小口法人）、法人部門（大口法人）
 対象領域：ラストマイル領域、輸送領域
 主要サービス： 宅急便・宅急便コンパクト・EAZY、 

投函商品（ネコポスなど）、JITBOXチャーター便

主要事業・
サービス

法人向けビジネスの拡大
・CL：統合型ビジネスソリューション拠点の展開
・グローバル：注力領域へのリソース集中投下・事業別ハードルレートに基づく規律あるM&A･戦略投資

事業方針

コントラクト・ロジスティクス（CL）事業 主要サービス：顧客別の最適ロジスティクス設計

グローバル事業 主要サービス：フォワーディング、海外CL

主要事業・
サービス

「グリーン・モビリティ」の事業化
・多様なパートナーとの共創・環境・社会課題の解決を通じた経済価値の創出

事業方針

モビリティ事業 主要サービス： 車両整備、EVライフサイクルサービス 
再生可能エネルギーの効率的活用 
（ヤマトエナジーマネジメント）

その他事業 自動車運送事業者向けオンライン医療サービス（MY MEDICA）

主要事業・
サービス 円の大きさ：外部顧客への営業収益

事業名の下の数値：営業収益成長率／ROIC
※営業収益成長率は2026年3月期の前期比、ROICは2026年3月期実績。
　横軸6～8%は中期経営計画期間（2025年3月期～2027年3月期）の当社想定の連結WACC
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事業ポートフォリオの変革




